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図１　イルカの３Dレプリカに触れなが
らナガスクジラとの比較をしている様子

図２　ヤマトサウルスの３Dプリントレ
プリカを発掘するセミナーの様子

研究員のお仕事  ～標本を守り、触れる学びへ～
　博物館が所蔵する標本の中には、世界に一つしか
存在しないものが少なくありません。そうした標本
ほど、展示や館外貸し出し、レプリカ制作のための
型取りに慎重な配慮が求められ、教育普及の場で柔
軟に活用することが難しいという課題があります。
そこで重要になるのが、3Dデータをもとにしたレプ
リカです。3DスキャンやCT撮影、写真撮影によって、
実物にほとんど触れることなく、形や大きさ、細か
な特徴まで記録することができます。さらに、その
データを3Dプリントし、着色を施すことで、展示や
体験学習に活用できる「触れられる標本」として生
かすことも可能です。データは離れた博物館どうし
でも共有しやすく、研究や教育の広がりにもつなが
ります。
　私はこの手法を用いて、これまでガラス越しに眺
めることの多かった標本の世界を、より実感を伴う
学びとして届ける仕事に取り組んでいます。ナガス
クジラの骨格展示では、複数種のイルカの頭骨レプ
リカを制作し、触れて比べながら、鯨類の多様な生
態や特徴を学べるようにしました。兵庫県産の草食
恐竜二種についてもレプリカを制作し、歯の形の違
いから食べ方の違いを伝える教材として活用してい
ます。レプリカを通して、標本を守ることと、その
魅力を伝えることの両立を探っています。

長野あかね（コミュニケーション・デザイン研究グループ）

（月・祝）

　標本やレプリカを使って展示や普及活動を行っ
ています。標本の身近な自然にひそむ “灯台下暗し”
な魅力やおもしろさに気づいてもらえるように頑
張りたいと思います。

　野生植物の多様性研究に取り組んでいます。と
くに遺伝情報を活用する保全遺伝学や系統地理学、
系統分類学に関心を持っています。野外調査と遺
伝解析を組み合わせながら研究に従事します。

生物資源研究グループ　倉田正観コミュニケーション・デザイン研究グループ　長野あかね

新入研究員の紹介
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